











































































































































































































表2-1-2  教科書に沿った授業の展開 表2-1-3  自作資料やプリント問題の活用




























































































































































































































































































































































































































































































表2-1-6  生徒が問題解決していく授業 表2-1-7  体験的な学習を取入れた授業



























































































































































































































































































































































































































































































表2-1-10  学級集団を超えた授業の展開 表2-1-11  ティーム･ティーチングの実施














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2-2-2  机間指導中心の指導・助言 表2-2-3 休み時間や放課後などの特別指導






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2-6-4 宿題やノート、作品を早く返す 表2-6-5 授業中アンケート等を実施する
表2-6-6  単元終了後にテストを行う 表2-6-7 学期の中間及び期末テストを行う
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第２章 学習指導の実態
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表2-6-8 学習の様子を親・保護者に伝える
表より、「よくする」が７割を超えている工夫をみると、（６）において、美術を除くすべての教
科となっている。その他では、（１）の英語（62.5%）、（３）の国語（62.4%）がやや高率にある。
他方、「あまりしない」と「全くしない」が合わせて６割を超えるのは、（１）の体育、技術家庭、
音楽、美術、（４）の数学、社会、理科、英語、（５）の技術家庭、美術、（７）における全教科と
なっている。なお、その他では（４）の国語（59%）、（５）の社会（50.6%）、音楽（56.4%）がや
や高率にある。
＜移動平均法による分析＞
７つの工夫それぞれごとに、「よくする」の回答結果に基づく移動法による分析を行った。その
中から、（１）の工夫に関する５教科別の結果を紹介すれば、＜図２－６－２＞の通りである。
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図２－６－２　宿題や予習・復習を出す（移動平均法）
図より、国語では２６人以上４０人まで（20%～33%の範囲）、数学では３２人以上４０人まで
（35%～40%の範囲）、社会では３０人以上４０人まで（17%～25%の範囲）、理科では２９人以上４
０人まで（12%～20%の範囲）、英語では３３人以上４０人まで（13%前後）の規模において、いず
れも類似の取り組みがみられる。しかし、各教科とも、それ以下の規模では「よくする」割合が上
昇や下降を繰り返す起伏の変化が激しくなっている。
なお、（１）の残る４教科、さらには（２）～（７）の工夫に関する移動分析の結果図は省略す
るが、いずれの工夫－いずれの教科においても、学習評価の工夫の状況はどの規模の学級でも類似、
ないしはある特定の生徒数（２３人であったり、３３人であったり等々）から４０人までは類似だ
が、それ以下は起伏の変化に富むという結果であった。
２－７　考察
以上、小学校及び中学校教員の学習指導の実態に関する調査結果を検討してきたわけであるが、
それらを総括するとき、まず、「授業の特質」（１２事例）、「一人一人の児童・生徒に応じた指導の
工夫」（６事例）、「児童・生徒の学習評価の工夫」（７事例）それぞれに関して、小学校教員は、い
ずれの規模の学級を担任していようが、いずれの工夫に関しても概ね類似した指導の実態にある。
他方、中学校教員の場合では、教科別／規模別によりかなり多様な指導の実態がみられるが、しか
し、それぞれの教科内ではとなると、いずれの教科／規模においても極めて類似の指導の実態がみ
られる。
また、一斉的な授業の中での「児童・生徒の個人差への対応の困難さ」では、小学校教員及び中
学校教員ともに、その通り困難だと思っている（しかも、小学校教員の場合は児童数２１人以上か
ら、中学校の各教科教員の場合は生徒数１４人～３６人以上から困難の意識度が上昇する）。しか
し、いざ「個人差に応じた授業」（５事例）に実際に取り組んでいるかとなると、小学校教員及び
中学校の各教科教員いずれとも取り組みが少ない。
さらに、「ＴＴ（ティーム・ティーチング）による授業の実施」となると、小学校教員では５
６％を除き、中学校教員では一部の教科を除き（英語の８４％、数学の４３％）、低調な状況にあ
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る。また。その取り組みの状況に関しても、小・中の各教科教員ともに、ほとんどが「ＴＴ加配教
師（小）・同じ教科教師（中）」と「２人」で「同一学級内」で「一斉的な指導」を「主・副分担」
して行うといった極めて一様的な実態にある。
このようなため、今回の調査からは、このような学習指導を展開するとなるとどのくらいの学級
規模（＝学習集団）が上限となる、あるいはこれ以上の規模になるとこのような学習指導は困難に
なる等といった一定の顕著な結果は見出せない。今後、学習指導と学級規模（＝学習集団）の適正
化に関する一層の実験的な取り組みや研究が必要であると思われる。
